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参照元閲覧機能によるユーザエクスペリエンス変化の観察
Observation of User-Experience alteration by Viewer Function of ’Sampled’ Calligraphy
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Summary. サンプリングを用いた音楽には，参照元の楽曲が持つ意味や時代背景を取り込んだメッセー
ジが内包されるものも多く，どのような楽曲を参照したかを知ることで鑑賞者が制作者の意図をより深く理
解でき，参照元の作品に興味をもつことも少なくない．本研究では，このような参照元の作品が複製作品に
与える影響を積極的に利用する事で表現者や鑑賞者にどのような変化が起きるか調べる事にした．筆者ら
の書道デザインシステム「サンプリング書道」において参照元の作品を閲覧できる環境を実装し，その環境
でのユーザの変化を観察した．その結果，鑑賞する面白さが倍加するだけでなく，参照元を見る前と後では
作品の印象が変わる点も観察できた．また表現する側にも変化が現れ，参照元の意味に着目した新しいタ
イプの作例が生まれた．

1 はじめに

芸術分野では複製という行為を新たな創造手法と
して肯定的に取り入れてきた例も多い．こうして生
まれた表現手法／表現様式にはカバーやサンプリン
グ等があり，特にサンプリングという行為は，20 世
紀後半の音楽表現に大きな影響を与えた．サンプラー
は録音された音波形を元にした音作りを可能にした
電子楽器であるが，このサンプラーを使って既存楽
曲から印象的な音をサンプリングし，その音源を用
いて全く異なる楽曲を作る事で，原曲のエッセンス
を受け継ぎながらも，文脈や意味が異なる全く新し
い価値を持った楽曲を生み出すことが可能になる．
このようにサンプリングを表現手段として用いた

作品の場合，何を参照元にしたかを明らかにするこ
とによって，鑑賞する側も制作者の意図をより理解
できたり，さらには参照元の作品や制作者にも興味
を持ったりと意識の変化が生まれることがある．そ
の作品が持つ意味や時代背景を取り込んでメッセー
ジを形成する場合はむしろ，鑑賞者が参照元をたど
ることによって初めて得られる価値も存在する．そ
こで本研究では，そのような意識変化を調べるため，
筆者らが開発した書道デザインシステム「サンプリ
ング書道」に参照元を閲覧できる機能を追加し，そ
れによってユーザエクスペリエンスがどのように変
化するかを観察した．
描画表現において参照・非参照の関係を取り入れ

た先行研究としては，Ryokaiらによる I/O Brush
が挙げられる．これはカメラと一体化したブラシ型
インタフェースを用い，実世界にあるあらゆる物を
画像として取り込み，さながらインクとして使うと
いう表現を開拓した．さらに描画後に取得した元の
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図 1. 「サンプリング書道」によるポスターデザイン

画像を参照できる機能 [1]を加えることで，描画の
プロセスを可視化させ，それぞれの色が持つストー
リーを見せるという表現を可能としている．

2 参照元閲覧機能の実装

実験には筆者らが開発した「サンプリング書道」
システム [2]を使用する．この実験システムは電子
楽器のサンプラーのメタファによった書道表現シス
テムであり，モデルとする書からサンプリングによ
り特徴を取り出し，その書が持つ筆跡を自由な形状
に描画できる「書のデザイン」が行えるソフトウェ
アである．(図 1)
今回は，この実験システムに参照元を閲覧できる

機能を実装する．参照元の情報としてサンプリング
したモデル画像とその中のサンプリング箇所を取得
しておき，描画する際にこれらの参照元情報も同時
に埋め込んでいく．これにより，描画したストロー
ク上でクリックをするだけで，参照元となるモデル
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図 2. 参照元閲覧機能

画像とその中でどの箇所をサンプリングしたかとい
う情報を閲覧することが可能となり，本来は描画の
プロセスとなる参照元の作品をインタラクティブに
閲覧する事ができる．
例えば図 2で書かれた円は，「道」という書のスト

ロークの一部をサンプリング，描画したものである．
参照元を表示しなければそれがどのような書のどの
箇所からサンプリングされたものか計り知れないが，
参照元を表示することで，波打つ形状のストローク
から得られたものだと理解する事が可能となる．

3 評価と考察

参照元閲覧機能の効果を被験者へのインタビュー
から考察する．被験者は大学生，大学院生の計１０
人で全員がサンプリング書道の描画機能を理解して
いる．被験者にはまず，いくつかの作例によって鑑
賞の仕方を説明し，その後，実際にシステムを使用
させ，鑑賞行為について感じたことを述べさせた．
インタビューの結果では多くの人が「面白い」と

評価し，参照元の画像が出現することによって改め
て作品がサンプリングによって作られたものである
ことを実感したと述べた．その面白さについてさら
に尋ねたところ，サンプリング元がわかる喜びや，
作品の印象が途中で変わったという感想も聞かれた．
筆者らは上記の鑑賞行為の後，被験者に自由に作

品を作ってもらった．作品を制作する部分について
は追加機能がないものの，そのときの作品について，
これまでにない新しい傾向が見られた．
図 3はそのときに作られた作品である．この作品

は，「金」という字をサンプリングすることで，「政」
という字を描いている．つまり，一見すると「政」
の持つ意味しか伝わらないが，参照元を表示すると
「金」の持つ意味も伝わり，その２つの字から文脈
を連想することができる．ここで連想される文脈は，
ただ異なる字の組み合わせから来るものだけではな
く，参照，被参照という関係から連想される関係を
も含めた文脈となる．つまり，この作例は参照元の
表示を意識して作られたものであると言うことが出

図 3. 「金」によって描かれた「政」

来るのではないだろうか．
他にも，「牛」・「馬」・「鳥」といった漢字のスト

ロークから「肉」を作った作例，「口」から「禍」の
作例，「身」から「錆」の作例，「民」から「国」の作
例，「一」「零」から「全」の作例，「雨」から「川」の
作例など，これまで見ることの出来なかった意味づ
けを持った作品が多く見られるようになった．
これまでは，書のストロークの表面的形状だけを

見て書を探す行為が主であり，各点や線を描くにあ
たってイメージに近い書を探してきていた．そのサ
ンプリング元がどのような漢字だろうが，おそらく
問題ではなかったに違いない．しかしながら，この
参照元閲覧機能を実装することによって，被験者た
ちはそれらの漢字が持つ「意味」を強く意識するよ
うになり，その表現の仕方を大きく変えたのではな
いだろうか．「サンプリング書道」は書の画像の表層
的な複製表現にとどまっていたが，この参照元閲覧
機能によって「意味の複製表現」も意識されるよう
になったのではないかと考えられる．
本研究の結果は，鑑賞者側のインタフェースにお

けるわずかな改変が制作者側にも大きな影響を及ぼ
したという事例でもある．コンテンツの制作／享受
システムのアーキテクチャやインタラクションモデ
ルを考えるとき，我々はそのユーザエクスペリエン
スの変化についてより広い視座から注意を払う必要
があるのかもしれない．

本研究は，独立行政法人情報処理推進機構（IPA），
未踏ソフトウェア創造事業における採択の支援によ
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